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2Jp-3　　　　 性役割意識と服装行動との関連について（第10報）

一一性役割意識のタイプによる服装行動の差異一一

○西藤栄子゛　　 中川早苗¨

（’神戸芸工大（非）　¨ 奈良女大）

【目的】本研究は男らしさ、女らしさに対する意識とそれを表現する服装行動との関連を

明らかにすることを目的としている。これまでの一連の研究から、相互の関連を検討する

ための性役割意識と服装イメージの測定尺度を作成し、前報では両尺度を用いて得られた

測定結果をもとに正準相関分析を行って尺度間における各次元の関連性を検討した。本報

では、性役割意識のタイプと服装行動との関連およびその差異について検討した。

【方法】性役割意識は、社会的評価と個人的評価について５段階で評定を求めた。服装行

動に関しては、服装に対する関心や規範意識、おしゃれ意識、態度、行動傾向の側面から

検討するための質問項目を設定し、項目ごとに４～５段階で評定を求めた。性役割意識の

測定結果からタイプ分けを行い、そのタイプと服装行動との関連および差異について、ク

ロス集計や分散分析などを用いて検討した。調査は女子学生306名（高校生137名、大学生

169名）を対象に、1996年12月に実施した。

【結果】性役割意識のタイプ分けは「男性性」「女性性」の次元をもとに行い、男性性タ

イプと女性性タイプの服装行動を比較した結果、服装に対する関心や規範意識、おしゃれ

意識は女性性のタイプで高い結果を得た。服装に対する態度および行動傾向については、

女性性タイプが、より女性らしい服装を、良いと評価し、着たい、着る と、肯定的である

のに対して、男性性タイプは逆に否定的であることが明らかになった。

2Jp-4　　　　 韓国人 と日本人 の民族服に対する意識と行動

一第4 報　韓･ 日女子学生の民族服に対する意識とそれを規定する要因との関連について一
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【目的】韓 ・日女子学生を対 象に、民族服に対する意識の差異を検討す るために、第 一報

では理論仮説の構成を 、第二報では民族服 に対する意識の差異を、第三報で は民 族服に対

する意識の差異を 規定 する要因につ いて、比較考察を行い報告 してき た。 本報 では、韓 ・

日女子学生の民族 服に対す る意識とそれを規定する要因との関連 について比較考察す るこ

とを 目的とす る。 【方法】調査の概要は前報と同じである。 分析 について、 まず 媒介変数

である規範意識、民 族意識、衣生活意識、 従属変数である民族服 に対す る評 価、 アイデ ン

ティティについ て、それぞれの項目を合 計し、 その合計得点から上位、下 位の25% で（高

い・どち らで もない ・低い）三つ のグループに分けた。次にグループ ごとに媒 介変数 と従

属変数と のクロス集 計を もとに χ' 検定を行 って意識の差異を 検討 した。 【結果】両国の

女子学生と も、 規範意識が高い人ほど民族服の社会性の側面を 高く評 価し、民 族服に対す

るアイデ ンティティも高い。また民族意識が高い人（韓国の女子学生 の殆 ど）は民族服に

対す るアイ デンティティ も高い。衣生活意識については、韓国の女子学生 は個性を重視す

る人 ほど、民 族服の審美性やフ ァッショ ン性の側面を、 日本の女 子学生は社会性を重視す

る人 ほど、民 族服の社会性の側面を高く評価してい る。
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